似た 不思議な 声 を 挙げてお 客 を 迎え、 それから はもう 

錯乱した ひとみた いに 眼つ きを かえて、 客間と お 勝手 

の あいだ を 走り 狂い、 お 鍋 を ひっくりかえ したりお 皿 

を わったり、 すみません ねえ、 すみません ねえ、 と 女 

中の 私に おわび を 言い、 そうしてお 客のお 帰りに なつ 

M ぅぜレ 

た 後 は、 呆然と して 客間に ひとりで ぐった リ横 坐りに 

坐った まま、 後片 づけ も 何もな さらず、 たまに は、 涙 

ぐんで いる 事 さえ ありました。 

ましごう 

ここの ご主人 は、 本郷の 大学の 先生 をして いらして、 

生れた お 家 もお 金持ちなん だそう で、 その上、 奥 さま 

さと 

のお 里 も、 福島県の 豪農と やらで、 お子さんの 無い せ 



い も) J ざい ましよ うが 、 > J 夫婦と もまる で 子供み た い 

な 苦労 知らず の、 のんびりした ところが ありました。 

私が この 家へ お手伝いに あがった の は、 まだ 戦争 さい 

ちゅうの 四 年 前で、 それから 半年 ほど 経って、 ご主人 

は 第二 国民 兵の 弱そう なおから だでした のに、 突然、 

召集され て 運が 悪く すぐ 南洋の 島へ 連れて行かれ てし 

まった 様子で、 ほどなく 戦争が 終っても、 消息 不明で、 

その 時の 部隊長から 奥 さまへ、 或いは あきらめ ていた 

だかなければ ならぬ かも 知れぬ、 という 意味の 簡単な 

葉書が まいりまして、 それから 奥 さまのお 客の 接待 も、 

いよいよ 物狂おしく、 お気の毒で 見て おれない くらい 



女ば かりの 家庭で、 しかも こんなに きちんとお 掃除の 

行きと どいて いる 家に は、 かえって 同居 をた のみに く 

いもの だ。 同居 させて もらっても 窮屈だろう からね。 

しかし、 奥さんが、 こんなに 近くに 住んで いると は 思 

わなかった。 お 家が M 町と は 聞いて いたけ ど、 しかし、 

人間て、 まが 抜けて いるもので すね、 僕 はこつ ちへ 流 

れて 来て、 もう 一年ち かくなる のに、 全然 ここの 標札 

に 気がつかなかった。 この 家の 前 を、 よく 通 るんで す 

がね、 マ— ケット に 買い物に 行く 時 は、 かならず、 こ 

みち 

この 路を とおるんで すよ。 いや、 僕 もこん どの 戦争で 

は、 ひどい めに 遭い ましてね、 結婚して すぐ 召集され 



なって。 かまわな いんです の ご 

泣く ような 笑うよう な 不思議な 声 を 挙げて、 若い 女 

ねずみ 

の ひとたち にも 挨拶して、 またも くるくる コマ 鼠の 

如く 接待の 狂奔が はじまりまして、 私が お使いに 出さ 

れて、 奥 さまから あわてて 財布が わりに 渡された 奥 さ 

まの 旅行 用の ハンドバッグ を、 マ— ケット で ひらいて 

お金 を 出そうと した 時、 奥 さまの 切符が、 二つに 引き 

裂かれて いるの を 見て 驚き、 これ はもう あの 玄関で 笹 

島 先生と 逢った とたんに、 奥 さまが、 そっと 引き裂い 

たのに 違いない と 思ったら、 奥 さまの 底知れぬ 優し さ 

まう ぜ， V 

に 呆然と なると 共に、 人間と いう もの は、 他の 動物と 
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